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技術士のコンピテンシーについて思うこと 

～昔と違う技術士の資質能力～ 
 

近畿本部 研修委員会委員長 小林 茂（建設/総監） 

 

近畿本部での活動も早 3 年目となり、昨年より研修委員会の委員長として活動しています。 

研修委員会では会員各位の CPD 活動を支援すべく、関係行事の企画や運営・実施を行っていま

すが、活動の中で感じるのは生成系 AI や DX などに代表される最新技術は日進月歩どころか秒進

分歩で高度化、多様化しており、このような状況に対応していくためには、やはり技術士に求め

られる「コンピテンシー（資質能力）」を意識して活動することが重要ではないかということです。 

そこでここでは、「コンピテンシー（資質能力）」に関して技術士会での活動や本業の建設コン

サルタント業務を通じて感じていることについて、自戒の念も含め、改めて思うことを記します。 

〇専門的学識：私がかつて技術士資格を取得した当時はこの専門知識がすべてであり、他の能力

などは眼中になかったと思っています。コミュニケーション、マネジメントなどは技術士として

の業務経験で知れば良いとしか考えておらず、時代のニーズは変わったと感じています。 

〇問題解決：最近、この言葉をよく耳にします。技術士ですので専門知識の引出しを多数持ち、

複合的課題に対して解決する能力を持っているはずです。しかしながら、現代の目まぐるしく変

化する時代では常に新しいことを学び続ける継続研さんは欠かせないと考えています。 

〇マネジメント：技術士取得後、その技術を活かして管理能力を高めるものと考えていましたが、

現在の制度では技術士となった時点から品質・コスト・工程など相反する課題を業務管理者とし

て解決する能力を必要としています。この能力を有するためには普段からマネジメントを意識し

た業務遂行が重要と思っています。 

〇評価：上述の「問題解決」の本筋かと思います。業務遂行において評価は重要でありコストや

必要な性能など、その案件に応じた評価軸を設定できることが技術士としての能力かと思います。 

〇コミュニケーション：高い専門性を有する技術士は、専門技術を詳しく知らない方々に平易で

わかりやすい言葉でその技術を説明できることこそ本当のプロと考えています。この能力を有し

ているからこそ、技術士は技術に精通したプロフェショナルと思っています。 

〇リーダーシップ：建設コンサルタントで業務を進めるためには社内の担当者や上司、協力会社、

社外のクライアントや事業関係者との調整が重要になってきます。多様な関係者がいる中で業務

目的を考え、発生する問題を解決するためには専門的知識は無論のこと、コミュニケーションや

マネジメントなどの資質能力を総動員してその方向性を見出し、業務を遂行・管理することが重

要と考えています。 

〇技術者倫理：この巻頭言を執筆中にも自動車メーカーによる社内試験不正問題が連日マスコミ

に採り上げられています。組織に属するとつい身勝手な組織内の論理を優先させ、公益が最優先

であることを忘れがちです。組織人である前に一技術者であることを再認識させられる事案です。 

〇継続研さん：昨年 1 月より技術士の資質能力の一つとして加えられました。私の業界でも様々

な資格がありますが、ほとんどの資格は更新の際に CPD ポイント確保や更新試験を課しており、

技術士のように取得したら何もしなくても生涯資格保持者という方が稀と感じています。CPD 活

動の実践とそれを証明するための登録が重要です。 

【最後に】：以上、資質能力に関して日ごろ感じていることを思いつくままに書かせていただきま

した。日々精進、ベテランになっても必要な資質能力の維持更新、そして CPD 記録の継続を。 
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